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ウサギの嫁入り！

雪原カーニバルで今春結婚する

通り山の岡村充由さんと倉俣の桑原智子さんから

ウサギの嫁入りの主役になっていただきました。

いつまでもお幸せに！
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計会般

特別会計

平成10年度一般会計・特別会計予算

　
一
般
会
計
の
総
額
は
4
8
億
4
千
9

百
万
円
、
対
前
年
比
8
・
7
％
増
で

あ
り
、
特
別
会
計
は
国
保
事
業
を
は

じ
め
全
体
と
し
て
2
5
億
8
千
34
万

円
、
前
年
比
1
3
・
4
％
増
に
な
り
ま

し
た
。
主
な
要
因
と
し
て
は
、
一
般

会
計
に
つ
い
て
は
、
平
成
7
年
度
借

入
れ
の
若
者
定
住
等
促
進
緊
急
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
よ
る
地
総
債

の
繰
上
げ
償
還
と
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
建
設
が
完
了
年
度
な
る
た
め
普

通
建
設
事
業
が
伸
び
た
も
の
で
す
。

特
別
会
計
は
、
下
水
道
会
計
の
処
理

場
増
設
事
業
に
よ
る
も
の
で
す
。
予

算
総
額
で
は
74
億
2
千
9
百
34
万

円
、
前
年
比
1
0
・
3
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

項　　目 予　算額 前年比

一　般　会　計 4，849，000千円 8．7％

特　別　会　計 2，580，340千円 13．4％

特
別
会
計
内
訳

国民健康保険 549，500千円 9．4％

倉俣診療所 134，400千円 74．8％

歯科診療所 44，300千円 4．5％

老　人　保　健 883，140千円 0．7％

簡　易　水　道 309，400千円 26．3％

下　　水　　道 659，600千円 23．8％

一般・特別会計合計 7，429，340千円 10．3％
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村税668，932千円（13．8％） 議会費81，470千円（1．7％）

地方譲与税　43，500千円（0．9％） 総務費磁4，486千円α2．7％〉

地方交付税　1，980，000千円（40．8％） 民生費1，◎U，2籔系円（20．2驚）

商工費　105，351千円（2．2％）

衛塗費424，鱒2華円（8．8％）分担金及び負担金　73，683千円（1．5％）

使用料及び手数料　94，318千円（1．9％） 農林水産課474，2鶉千円く9．8％）

国庫支出金　135，806千円（2．8％）

塗塞費識，5鱒謙鰍慧．撒簿県支出金　248，036千円（5．1％）
　　　　　　　　　　　　　　　｝

操入金　772，224千円（15．9％） 消防費　128，031千円（2．6％）

諸収入　83，762千円（1．7％） 教育費 355，315千円（7．3％）

村債628，500ギ円（13、0％》 公債費1，055，1鱒千円《21．8鑑〉

その他30，977千円（0．6％）

L．労鰭13847千円
その他　120，239千円（2．4％）

L．利子割交付金
7，300千円

議会費81，470千円（1．7％）

　　　　　平成10年度
入（4，849，000千円）歳

国

［1

・労働費　　13，847千円

・災害復旧費6，630千円

・諸支出金　　　500千円

・予備費　　10，000千円

2

・利子割交付金　　　　　7，300千円
・地方交付税交付金　　　35，000千円

・特別地方税市町村交付　　　600千円

・自動車取得税　　　　　30，000千円

・交通安全対策特別交付金1，250千円
・財産収入　　　　　　　16，088千円

・寄付金　　　　　　　　　　1千円
・繰越金　　　　　　　　30、000千円



　
村
税
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
民
税
、

軽
自
動
車
税
、
市
町
村
た
ば
こ
税
、

入
湯
税
を
ほ
ぼ
前
年
並
に
、
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
は
、
9
年
度
実
績
に

よ
り
4
・
0
％
増
の
1
千
6
百
8
0
万

円
を
見
込
み
ま
し
て
差
引
き
2
・
2

％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
国
の

予
算
で
は
2
・
3
％
の
増
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
社
会
福
祉
費
、
高
齢

者
保
健
福
祉
費
の
充
実
、
国
土
保
全

対
策
ソ
フ
ト
事
業
新
設
、
国
庫
補
助

負
担
金
の
一
般
財
源
化
、
地
方
債
元

利
償
還
金
の
増
加
、
法
人
税
割
の
減

収
等
々
の
変
動
を
勘
案
し
1
億
1
千

万
円
、
前
年
比
5
・
9
％
増
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
前
年
比
に
お
い

て
1
0
・
4
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
干
溝
市
之
越
線
の
地
方

道
整
備
臨
時
交
付
金
事
業
と
田
沢
小

学
校
O
1
1
5
7
対
策
の
給
食
施
設

整
備
事
業
に
伴
う
増
で
す
。
、

　
県
支
出
金
の
減
は
、
農
林
漁
業
特

別
対
策
事
業
に
よ
る
都
市
農
村
交
流

促
進
セ
ン
タ
ー
建
設
完
了
に
よ
る
も

の
が
主
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

繰
入
金
の
増
は
基
金
繰
入
れ
に
よ
る

も
の
で
す
。
．
そ
の
中
で
も
主
な
充
当

事
業
・
基
金
名
は
、
地
総
債
の
繰
上

償
還
充
当
に
「
減
債
基
金
」
を
、
ミ

オ
ン
運
営
、
倉
俣
診
療
所
建
設
、
中

山
間
地
活
性
化
対
策
に
「
ふ
る
さ
と

創
生
基
金
」
を
、
更
に
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
建
設
と
中
山
間
地
域
総
合

整
備
事
業
に
は
「
建
設
基
金
」
を
そ

れ
ぞ
れ
見
込
ん
で
い
ま
す
。
。

　
村
債
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

建
設
や
中
山
間
地
総
合
整
備
事
業
、

村
道
干
溝
市
之
越
線
改
良
事
業
、
倉

俣
診
療
所
新
築
事
業
、
減
収
補
て
ん

等
に
充
て
る
た
め
前
年
比
1
0
・
3
％

5
千
9
百
万
円
と
伸
び
て
い
ま
す
が
、

後
年
度
の
財
政
負
担
を
極
力
抑
え
る

為
、
交
付
税
措
置
の
多
い
有
利
債
を

利
用
し
ま
し
た
。

◇
総
灘
騨
係

●
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
策
定

●
里
創
プ
ラ
ン
着
手

　
平
成
7
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
い

ま
す
行
政
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
大
綱
に
そ
っ
て
計
画
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
企
画
振
興
面
で
本
年
は
、
中
里
村

第
三
次
総
合
開
発
計
画
前
期
基
本
計

画
の
最
終
年
で
あ
り
今
後
平
成
1
5
年

ま
で
の
後
期
基
本
計
画
の
策
定
を
し

ま
す
。
十
日
町
地
域
広
域
圏
で
進
め

て
い
る
「
里
創
プ
ラ
ン
」
も
具
体
的

実
施
年
度
に
入
り
、
花
の
道
、
ス
テ

キ
発
見
、
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

（
大
地
の
芸
術
祭
）
の
各
事
業
が
着

手
さ
れ
ま
す
。

　
農
林
漁
業
特
別
対
策
事
業
で
整
備

し
た
交
流
促
進
施
設
「
ゆ
く
ら
妻
有
」

が
開
業
の
運
び
と
な
り
「
ミ
オ
ン
な

か
さ
と
」
と
合
わ
せ
て
施
設
管
理
運

営
委
託
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
克
雪
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
克

雪
住
宅
普
及
促
進
事
業
と
地
域
ぐ
る

み
で
協
力
し
て
除
雪
を
行
う
地
域
を

対
象
に
、
村
が
小
型
除
雪
機
を
貸
与

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

◇
民
宝
鑛
謹
関
係

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設

●
ウ
ェ
ル
カ
ム
ベ
イ
ビ
ー
報
奨
金
拡

　
大

●
幼
児
医
療
費
助
成
枠
拡
大

　
当
村
の
本
年
2
月
1
日
現
在
6
5
歳

以
上
の
老
人
人
口
率
は
2
5
・
4
％
と

な
っ
て
お
り
、
本
年
2
名
の
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
を
増
員
し
、
8
名
体
制
で

高
齢
者
の
二
ー
ズ
に
応
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
年
度
施
設
を
完
成
さ
せ
、

平
成
1
1
年
4
月
に
開
設
の
予
定
で
あ

り
、
管
理
運
営
に
当
た
る
社
会
福
祉

法
人
「
な
か
さ
と
福
祉
会
」
が
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
少
子
化
対
策
は
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
ベ

ビ
ー
報
奨
金
制
度
を
第
2
子
以
降
に

拡
大
し
継
続
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

児
童
福
祉
対
策
は
、
障
害
児
保
育
を

は
じ
め
未
満
児
保
育
、
延
長
保
育
に

も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
母
子
保
健
に
つ
き
ま
し
て
は
、
幼

児
の
医
療
費
助
成
枠
の
拡
大
を
図
り

．
子
育
て
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

◇
衛
盤
関
係

●
合
併
浄
化
槽
設
置
補
助

●
コ
ン
ポ
ス
ト
助
成

　
環
境
面
に
つ
い
て
は
、
津
南
地
域

衛
生
施
設
組
合
の
施
設
の
一
環
と
し

て
、
平
成
9
年
度
と
1
0
年
度
の
2
か

年
継
続
事
業
と
し
て
最
終
処
分
場
建

設
を
行
な
う
と
同
時
に
、
火
葬
場
を

平
成
1
1
年
度
建
設
に
向
け
て
、
今
年

度
は
こ
の
調
査
設
計
を
行
な
い
ま
す
。

引
き
続
い
て
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

事
業
、
．
ゴ
ミ
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル

の
た
め
の
コ
ン
ポ
ス
ト
助
成
を
実
施

し
河
川
等
公
共
水
域
の
生
活
環
境
の

浄
化
に
つ
い
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

◇
農
麟
関
係

●
新
生
産
調
整
対
策
事
業

●
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

　
米
の
生
産
調
整
は
、
平
成
1
0
年
度

か
ら
緊
急
生
産
調
整
推
進
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
、
制
度
も
大
き

く
変
わ
り
、
農
家
の
拠
出
を
伴
う
制

度
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら

農
家
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
拠

出
金
に
対
す
る
助
成
や
集
落
推
進
費

を
予
算
計
上
し
、
中
里
村
に
割
り
当

て
ら
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
達
成
に
努

め
米
価
の
維
持
に
よ
る
稲
作
の
安
定

化
を
図
り
ま
す
。

　
農
業
振
興
は
、
野
菜
価
格
安
定
対

策
事
業
や
農
産
物
育
成
事
業
を
継
続

実
施
し
、
県
単
の
中
山
間
地
域
活
性

化
総
合
対
策
事
業
で
は
、
や
る
気
農

家
の
支
援
型
と
し
ま
し
て
、
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
や
防
風
ネ
ッ
ト
の
導
入
に
対

す
る
助
成
や
温
泉
熱
を
利
用
す
る
施

設
を
整
備
し
ま
す
。

　
農
地
関
係
の
県
営
圃
場
整
備
事
業

は
、
国
道
1
1
7
号
か
ら
干
溝
地
内

を
結
ぶ
連
絡
道
及
び
宮
中
地
内
幹
線

道
路
整
備
を
実
施
す
る
計
画
で
あ
り

ま
す
。
県
営
広
域
営
農
団
地
農
道
整

備
事
業
は
、
高
道
山
か
ら
上
山
台
地

間
を
供
用
開
始
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
は
、
ほ

場
整
備
事
業
と
し
て
東
田
尻
地
区
、

朴
木
沢
地
区
、
如
来
寺
地
区
を
実
施
、

集
落
道
事
業
と
し
て
、
如
来
寺
、
清

田
山
、
芋
川
地
内
を
実
施
、
暗
渠
排

水
事
業
と
し
て
、
本
屋
敷
地
区
を
実

施
、
営
農
飲
雑
用
水
事
業
と
し
て
、

平成10年4月10臼広報なかさと3



倉
俣
地
区
を
実
施
し
ま
す
。

　
林
道
に
つ
い
て
は
、
新
屋
敷
線
開

設
、
西
方
線
舗
装
、
小
沢
東
山
線
改

良
を
継
続
実
施
し
、
新
た
に
小
出
田

代
線
を
県
単
改
良
事
業
と
し
て
整
備

し
、
林
道
網
の
整
備
充
実
を
図
り
ま

す
。

　
中
山
間
地
域
活
性
化
総
合
対
策
事

業
で
は
、
清
田
山
自
然
運
動
公
園
の

敷
地
を
利
用
し
て
、
今
年
は
更
に
コ

テ
一
ジ
ー
棟
を
設
置
し
、
滞
在
型
の

利
用
者
を
増
や
し
、
地
域
の
活
性
化

，
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇
商
工
観
欝
関
係

●
渓
谷
ト
ン
ネ
ル
施
設
運
営
委
託

●
コ
テ
ー
ジ
ー
棟

　
商
工
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

方
産
業
育
成
資
金
枠
を
増
額
し
、
村

内
企
業
の
振
興
を
図
り
つ
つ
村
単
の

商
工
信
用
保
証
料
補
助
及
び
中
小
企

業
振
興
資
金
借
入
利
子
補
給
を
引
き

続
き
行
い
、
中
小
企
業
の
近
代
化
、

経
営
安
定
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
経
費
と
商
工
会
活
動
強
化
の
た
め

の
補
助
金
を
引
き
続
き
予
算
計
上
し

ま
し
た
。

　
観
光
面
で
は
昨
年
、
「
七
ツ
釜
」
の

復
旧
と
「
清
津
ス
キ
ー
場
」
が
加
わ

り
村
内
観
光
施
設
は
一
層
整
備
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
清
津
峡
渓
谷
歩
道
ト

ン
ネ
ル
は
、
オ
一
プ
ン
以
来
1
年
半
、

村
直
営
と
し
て
運
営
し
て
2
4
万
人
の

入
坑
者
を
迎
え
好
評
の
う
ち
に
推
移

し
て
い
ま
す
。
本
年
か
ら
は
「
㈱
な

か
さ
と
」
に
施
設
管
理
運
営
を
委
託

す
る
こ
と
で
一
層
入
坑
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
士
麟
網
係

●
3
5
3
中
里
バ
イ
パ
ス

●
河
川
公
園
計
画
策
定

●
村
道
改
良

　
本
年
度
の
国
道
改
良
事
業
は
、
国

道
1
1
7
号
の
残
工
事
部
分
の
道
路

改
良
工
事
を
完
了
い
た
し
ま
す
。

　
長
年
の
懸
案
事
業
で
あ
る
国
道
3

5
3
号
中
里
バ
イ
パ
ス
（
山
崎
～
小

原
間
）
は
基
本
ル
ー
ト
決
定
し
、
現

地
測
量
を
行
い
新
規
事
業
採
択
に
向

け
て
積
極
的
に
一
路
適
進
い
た
し
ま

す
。
十
二
峠
新
ト
ン
ネ
ル
開
削
の
早

期
実
現
に
も
引
き
続
き
努
力
い
た
し

ま
す
。

　
次
に
県
道
改
良
事
業
で
す
が
、
主

要
地
方
道
小
千
谷
十
日
町
津
南
線
道

路
改
良
に
お
い
て
は
、
早
期
着
工
に

向
け
て
積
極
的
に
物
件
補
償
、
用
地

買
収
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
中
深

見
越
後
田
沢
停
車
場
線
は
、
倉
俣
地

内
の
診
療
所
前
よ
り
釜
川
橋
に
向
か

っ
て
物
件
補
償
、
用
地
買
収
を
行
い

一
部
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。
清
津
公
園
線
の
県
単
辺
地
道

路
改
良
事
業
は
、
小
出
地
内
に
お
い

て
本
年
度
は
工
事
の
実
施
に
入
り
ま

す
。
ま
た
、
田
沢
水
沢
線
の
市
之
越
・

東
田
沢
間
は
、
道
路
改
良
整
備
事
業

の
採
択
に
向
け
て
方
線
検
討
に
入
り

ま
す
。

　
河
川
事
業
は
、
村
内
の
河
川
公
園

計
画
を
策
定
し
、
実
現
に
向
け
て
事

業
要
望
等
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
村
道
改
良
舗
装
事
業
で
す
が
、

県
代
行
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
重
地

小
出
線
は
、
重
地
・
西
田
尻
間
の
工

事
完
了
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
又
、

村
道
干
溝
市
之
越
線
は
継
続
し
て
臨

時
交
付
金
事
業
で
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
そ
の
他
単
独
の
改
良
事
業
は
、

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
と
合
わ

せ
て
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
村
営
住
宅
事
業
に
つ
い
て
は
、
住

民
の
住
宅
に
対
す
る
需
要
、
意
識
調

査
を
行
い
、
公
営
住
宅
、
宅
地
造
成

等
の
計
画
策
定
に
向
け
て
、
住
民
基

礎
調
査
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◇
消
膿
関
係

　
本
年
度
は
、
立
上
り
給
水
管
2
か

所
、
小
型
ポ
ン
プ
2
台
、
災
害
救
助

用
小
型
機
械
2
組
の
整
備
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

◇
教
鳶
閑
係

●
い
き
い
き
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業

●
生
涯
学
習

　
調
和
の
と
れ
た
心
豊
な
人
間
育
成

を
図
る
た
め
、
各
学
校
の
環
境
施
設

整
備
と
学
校
教
育
の
充
実
を
図
る
べ

く
予
算
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
中
里
村
小
・
中
学
校
連
携
事
業
に

あ
っ
て
は
、
学
校
現
場
の
ゆ
と
り
と

同
時
に
、
児
童
生
徒
の
学
力
・
基
礎

実
技
の
向
上
を
図
る
た
め
、
学
習
相

談
員
の
設
置
及
び
部
外
指
導
者
の
要

請
費
な
ど
を
充
実
し
ま
し
た
。

　
小
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
全
国

的
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
い
じ
め
」

「
不
登
校
」
の
状
況
は
中
里
村
も
例

外
で
は
な
く
、
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
児
童
生
徒
の
悩
み
に
対

応
す
る
た
め
の
訪
問
相
談
員
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　
中
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
．
1
0
年

度
よ
り
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
推
進
事
業
を
新
規
に
実
施
、

　
国
保
事
業
会
計
は
、
国
庫
補
助
の

、
「
国
保
総
合
健
康
づ
く
り
事
業
」
を

継
続
実
施
し
保
健
、
医
療
を
含
め
た

総
合
的
な
住
民
健
康
づ
く
り
の
視
点

に
た
っ
て
保
健
事
業
の
推
進
を
図
り
、

保
健
婦
活
動
を
支
援
し
、
疾
病
予
防

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

生
徒
の
郷
土
愛
酒
養
か
ら
始
め
ら
れ

た
子
供
議
会
の
開
催
に
協
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
社
会
教
育
関
係
に
お
い
て
は
、
平

成
9
年
度
に
生
涯
学
習
推
進
計
画

「
な
か
さ
と
　
と
き
め
き
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
広
く
住
民
に
生

涯
学
習
の
必
要
性
を
知
っ
て
も
ら
う

場
を
引
き
続
き
開
催
し
、
生
涯
学
習

の
推
進
に
努
め
ま
す
。
学
社
融
合
、

青
少
年
健
全
育
成
事
業
を
進
め
る
に

あ
た
り
、
調
整
会
議
を
設
け
、
組
織

整
備
を
図
り
な
が
ら
事
業
等
を
開
催

し
て
い
き
ま
す
。

　
社
会
体
育
は
、
中
里
村
体
育
協
会

を
新
体
制
に
編
成
し
、
学
校
関
係
、

社
会
教
育
関
係
団
体
と
連
携
の
中

で
、
各
種
大
会
を
開
催
す
る
と
と
も

に
人
材
バ
ン
ク
登
録
事
業
を
進
め
、

学
校
行
事
等
の
援
助
協
力
に
努
め
な

が
ら
村
民
全
体
の
ス
ポ
ー
ツ
進
行
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

医
療
費
分
析
に
よ
り
国
保
事
業
運
営

の
安
定
化
に
努
め
ま
す
。

　
倉
俣
・
歯
科
の
両
診
療
所
に
つ
い

て
は
、
村
民
の
健
康
管
理
を
図
る
た

め
、
各
種
検
診
等
を
予
防
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
倉

俣
診
療
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
診
療

4



所
新
築
費
等
関
連
経
費
を
予
算
計
上

い
た
し
ま
し
た
。

老
人
保
健
会
計
は
、
高
齢
者
の
人

口
の
増
加
に
伴
い
本
年
度
の
医
療
費

見
込
み
を
9
年
度
実
績
見
込
み
に
対

し
1
5
％
の
伸
び
で
計
上
い
た
し
ま
し

た
。

簡
易
水
道
事
業
は
、
中
央
地
区
の

区
域
拡
張
工
事
と
下
水
道
事
業
関
連

補
償
工
事
、
国
道
改
良
に
伴
う
補
償

工
事
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
地
区
施

設
の
水
源
対
策
工
事
及
び
漏
水
対
策

工
事
を
行
い
、
地
域
住
民
に
安
定
し

た
給
水
が
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

下
水
道
事
業
は
、
本
年
度
も
引
き

続
き
加
入
者
の
水
洗
化
工
事
の
た
め

に
改
造
費
等
の
資
金
預
託
事
業
費
、

ま
た
下
水
道
施
設
維
持
管
理
費
等
、

供
用
開
始
に
伴
う
経
費
を
予
算
計
上

し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
管
渠
工
事

を
継
続
し
供
用
区
域
の
拡
大
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
汚
水
の
流
入
量
が
増

に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
浄
化
セ
ン

タ
一
の
オ
キ
シ
デ
ィ
シ
ョ
ン
デ
イ
ッ

チ
槽
の
増
設
を
今
年
度
よ
り
3
か
年

計
画
で
実
施
し
ま
す
。

．
融

会別．
特

歯科診療所

44，300千円

灘嚢繰健　　諭

鐡灘鯛調墜

礁簡繊i麟
灘，蓬⑧⑧講翻

難．

胴
、
搬

拳

」馨

鶴倉俣診

134，40

31

翻鋸健叢繰灘

欝，掻⑧鰭鶴
隻

簸鎌遊

㈱，纏⑧⑧雛潮

主要事業平成10年度
（単位＝千円）計会般一

費園 講』業　　麟 蒙業概嚢 事業賛

総務

b

克雪住宅普及促進事業

地域ぐるみ除雪活動推進事業

総合計画後期墓本計画策定

里創プラン策定負担金

㈱なかさと管理委託関係

事務改善事業

新潟県議会議員選選挙

参議院議員通常選挙

克雪住宅建築（高床、屋根）補助55件

小型除雪機械貸与3台

報酬、費用弁償、印刷製本

事務費、ステキ発見、中里ステージ基本計画

ゆくら、ミオン委託管理運営
9　ロ　ー　　一　　一　　一　　一　　一　　〇　一　　一　　一　　〇　　一　　〇　　一　　〇　　一　　一　一　　一　　騨　　甲　　甲　　一　一　　一　　甲　　9　　一　一　一　脚　　一　　一　　一　　一　　〇　一　　一　　一　　〇　　一　　〇　　一

財務会計システム更新
一　一　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　一　　一　　一　　一　　，　　o　　－　　o　　尊　　ロ　　ー　　，　　一　　一　　一　　一　一　　甲　　一　一　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　一　　一　　一

事務費

選挙事務費

24，200

　5，000

　1。320

　7，895

31，118

　5，400

　1，713

　7，431

驚整 特養老人ホーム建設事業補助

特養老人ホーム建設ソフト
o　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　爾　　9　一　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　〇　　一　　甲　　一　　〇

ウェルカムベビー報奨金

50床＋ショーNO床、
　　　　特養3，196．74所、介護130．74㎡

なかさと福祉会補助金、事務費
一　一　　一　　願　　一　　甲　　一　一　　一　一　一　　一　　一　　一　　一　一　　一　　一　　一　一　　一　　〇　　甲　　願　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　g　　o　　一　一　一　一　一　　一　　一　一　一　　一　　一　　一

第2子30千円、第3子100千円

529，200

10，200
甲　　一　　甲　　一　一　　一　一　　一　　一　　曹

　1，800

簾鑑 合併処理浄化槽設置補助 10墓 5，400

劇離・ 新生産調整対策事業

県農林水産業総合振興事業
一　　一　　〇　　輔　　一　　噌　o　　一　　一　　一　Q　　一　　一　　一　　一　層　　一　　〇　　一　　一　Q　一　　一　　一　　一　　一　一　一　一　　〇　卵　　一　　一

広域農道整備
一　　一　　，　　一　　一　轍　　曹　　一　　一　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　，　　甲　　一　　一　　一　り　　一　　一　　一　　〇　　〇　　一　　爾

県営ほ場整備
一　　甲　　騨　　，　　一　　甲　　甲　　一　　〇　〇　　一　　〇　　〇　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　甲　　一　　一　　働　　o　　－　　9　　一　　一　　一　　一　　一

中山間地域活性化総合対策

中山閤地域総合整備事業
一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　一　　一　　9　　一　一　　一　　一　　一　廓　り　　，　　一　　一　　一　　一　　一　　9　　一　　一　　〇　　一　　一　　一　　甲

国営総合農地開発事業
一　　一　　一　　一　　甲　　甲　o　　o　　－　　o　　，　　一　　一　一　一　　一　　一　　一　　一　　一　〇　　一　　一　　一　　一　一　　一　一　　一　　一　　一　　一　　〇

広域林道中魚沼丘綾線開設事業

林道舗装

林道開設
一　　一　　一　　一　　－　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　〇　〇　　一　　〇　　一　　一　　9　　一　　一　　一　　一　　一　　〇　　一　　，　o　　一

林道改良
一9一一一，一胃一一騨。。■一一一一一一一一一顧，尊一一。一一一一

森林総合整備
印　　o　　一　　一　　一　　〇　　一　　一　　一　一　　一　　一　　一　〇　　〇　　噂　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　一　　一　　尊　　一　　一　　一　〇　　一　　一

村単森林整備促進

緊急生産調整対策補助、集落内取りまとめ賃金等
一　　一　　〇　〇　　一　　一　　一　　騨　　一　一　　一　一　一　9　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　〇　　一　一　　一　　一　一　　一　　甲　　一　一　一　一　一　　一　　一　　一　　〇　　一　　一　　一　　一　　齢　o　　－　　o

野菜予冷庫4台、野菜選別機1台補助
o　　一　　一　　一　　一　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　〇　一　〇　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　　一　　一　　一　　一　　顧　　一　〇　一　　一　一　一　畢　9　一　　一　　一　　一

上層工（Lニ900m工事費、事務費）
一　一　一　一　一　一　〇　一　一　一　一　一　臼　一　一　一　一　一　一　一　一　〇　一　一　〇　一　一　一　一　騨　一　一　畢　甲　瞬　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一

桔梗原地区確測、倉俣地区計画
一　一　一　一　韓　o　一　一　一　一　甲　一　一　一　一　一　一　一　一　一　，　一　一　P　り　一　一　一　一　一　一　〇　一　一　一　一　一　鮪　一　一　一　一　一　一　一

農業用温泉熱利用
一　　一　　一　　，　　騨　　一　一　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　脚　　一　　一　　一　　一　　甲　　一　　一　　一　　一　　り　　一　　一　　一　一　　一　　一　　一　　一　一　　一　　騨　一　　り　　一　　一　　一　　一　一　　一

圃場整備、集落道改良、営農飲雑
一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　聯　働　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　〇　〇　一　一　〇　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　曹

第2地区事業完了（m年）に伴う事業費償還基金積
一　一　一　一　一　一　一　一　層　一　一　一　一　〇　一　一　一　〇　り　一　一　一　一　一　一　一　〇　〇　，　印　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　曹　一　一

開設工事負担金、立木補償
一　　〇　　〇　　一　　の　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　一　　一　　一　一　〇　一　　一　　一　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　〇　　〇　〇　　9　　噂　甲　　一　一　一　　一　　一　　一　　一　　一

西方線Lニ500m
一　　一　　一　一　一　　一　　一　　嶺　　一　　一　　一　　一　　一　　〇　一　　一　一　　一　一　　一　　一　　〇　　一　　一　　騨　　o　　曹　　一　　一　　一　　一　　一　一　一　　一　一　一　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　，

新屋敷線Lニ120m
一一一一一一一一一葡。一一一。一一一一一一一一一一一一顧一一一一一、一一一一一一一一一一韓

小出田代線Lニ90m、小沢東山線L＝130m
一　　一　　一　　一　一　　瞬　　一　　一　　一　　一　　一　一　　一　　り　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　一　　一　一　　一　一　一　一　一　一　一　一　一　　一　　一　　甲

下刈り、除間伐、枝打ち
一　　一　　一　一　　一　　一　　一　　一　　一　　印　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　〇　　〇　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　一　一　一　一　一　　一　一　一　　一　　－　　一　　〇　　〇

除間伐枝打ち

18，000

　7，000

29，000

　9，000

27，000
0　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　，　　o　　騨

84，000
6　　0　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

50，300

83，000

甲　　一　一　一　〇　一　　一　　一　　一　　一

　9，500

繭懇 清津峡観光施設運営事業

中山間地域活性化総合対策

歩道トンネル㈱なかさと委託
曹　層　　一　　曹　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　一　　一　一　一　一　〇　一　一　〇　一　一　　〇　一　一　一　一　　一　　一　　一　　〇　　一　曹　　一　〇　一　9　一　一　一　　騨　一　り　　一　　9

ふるさと県単広域型コテージ1棟、

地域資源調査委託等

20，000

一　　一　　一　　一　　9　　－　　o　　一　　一　　一

19，000

墨講

　予

地方道整備臨時交付金事業
一　　一　一　　一　　一　　一　一　　一　　一　〇　　一　　一　　一　一　一　　一　　一　　一　一　　，　　騨　　一　　〇　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

水力発電交付金事業

村道改良事業
一　　甲　　一　　甲　　一　　一　　一　　一　　一　一　〇　　〇　　一　　一　　一　〇　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　〇　一　　〇　　〇　　一　　一　　一　　一

河川公園計画策定
一　　一　　一　　一　　甲　　一　　一　　帰　　，　　一　　一　　一　　一　　一　　畠　　顧　一　一　　一　　一　　一　一　　，　　甲　　甲　　一　　一　　一　　一　　一　一　　一　　一

住宅基礎計画策定

干溝市之越線改良舗装　L＝325m
9　一　一　一　一　〇　一　〇　一　一　層　一　一　一　一　一　一　一　一　騨　暫　一　一　一　〇　一　曹　曹　一　〇　一　一　一　騨　一　一　一　．　一　－　曹　一　一　一　，

上山山手線消雪パイプ　L＝300m
一　　一　　一　　一　　一　　〇　　一　　〇　〇　一　〇　一　一　　，　一　9　一　一　　一　一　　一　〇　　，　一　一　　g　o　囎　　一　一　　一　　甲　　一　　一　一　一　　一　一　　一　一　　嘩　一　一　　一　一

改良2路線
一　　一　　〇　　一　　一　　脚　　一　一　“　　9　　一　一　一　一　　一　曹　　一　　一　一　曹　一　一　〇　一　9　一　一　　甲　　甲　　一　　一　　一　一　　働　一　〇　一　一　一　〇　〇　一　〇　一　　一

計画コンサル委託等
一一。一甲一一印一一一一■一。99禰。願り甲一一一一一一。一一一一一一一一一一一一一一曹騨

委託等

116，000

　1，500

灘籍 小中学校連携事業
甲　　卿　　一　　薗　　一　　一　一　　一　　一　一　　層　　一　　一　　一　　〇　　〇　　一　　騨　　一　　一　　甲　　一　　一　　一　　一　　曹　　一　　一　　一　　尊　　廓　　榊　　o

いきいきステップアップ事業
一　　一　　一　　一　一　　一　　印　　一　一　　一　　一　　一　一　　囎　　一　　一　　〇　　〇　　〇　　一　　一　　一　　幽　一　　一　　一　　一　一　　一　一　　一　　一　　甲

語学指導事業
一　　一　　一　　一　　一　　〇　　一　　一　　一　　嘩　　一　　一　　一　一　　一　　一　　一　　一　〇　願　　噌　　一　　一　一　　一　　一　　一　　一　　一　一　　一　　一　一

給食施設改善費

文化スポーツ奨励基金活用

人材育成事業

十日町情報館建設負担金
一一一一一一一一一一甲一，騨一〇6一一一一り一一一一一一噸一一。9

村民グラウンド

学力向上研究、学習遅れ対策、悩み相談等
一　一　一　一　甲　一　一　一　一　一　〇　一　一　〇　一　一　一　騨　甲　一　一　一　一　一　一　一　〇　一　一　一　卿　o　一　一　一　一　一　一　曹　o　，　聯　一　騨　一

地域の実態を分析充実感あふれる学校づくり
一　一　騨　一　一　一　一　〇　一　一　一　〇　，　o　一　一　一　〇　一　一　〇　“　o　o　一　一　一　一　一　一　一　一　，　一　一　一　一　一　〇　〇　一　一　一　一　甲

中里中英語指導助手1名
一　一　〇　一　一　帰　一　り　一　一　一　一　一　一　〇　一　一　一　一　一　一　騨　o　一　一　〇　一　一　一　一　〇　一　一　一　一　甲　一　一　一　一　り　一　〇　一　〇

田沢小給食室改良修理、備品購入等
o　葡　〇　一　一　一　一　一　一　一　一　一　〇　一　〇　一　一　一　願　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　騨　嘩　一　一　甲　o　－　o　o　－　o　－　o　一

派遣、支援事業助成
一　一　一　〇　一　一　騨　騨　一　甲　一　一　一　廟　一　〇　臼　一　〇　一　一　一　一　一　騨　卿　一　一　一　一　脚　一　〇　一　一　一　一　9　一　一　一　一　一　幅　o

児童、生徒、一般の研修交流助成
一　〇　一　一　り　一　甲　一　一　一　一　一　一　一　一　一　轍　o　一　一　零　一　一　一　一　一　一　一　一　一　，　一　一　〇　一　願　一　り　り　一　一　一　一　一　〇

一　一　一　一　一　一　層　一　〇　一　脚　一　一　一　一　一　一　一　り　一　一　一　一　一　一　一　騨　一　一　翰　一　昂　o　o　一　一　一　一　一　一　一　一　”　一　一

整備事業内野整備

　6，321
一　一　一　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

　3，810
一　　甲　　一　　一　一　一　一　一　一　　〇

　3，975
一　一　一　一　一　欄　　一　　一　　一　　一

26，000
一　　一　　一　　一　　聞　　一　一　一　　一　〇

　1，600
－　o　－　o　一　一　一　　一　　一　　一

　3，000
一　　一　　一　甲　一　一　　り　　曹　　一　　一

　1，321
一　一　の　一　一　　一　　一　　一　　一　　，

　1，500

饗覆 繰上げ償還費 減債基金繰上償還 440，000

（単位：千円）国民健康保険倉俣診療所特別会計

養圏 蒙．業一鶉 『蕪．業織要 講業叢

国保倉俣診療所新築事業 倉俣診療所新築工事木造平屋建186．7㎡

　　　　　　　　用地・外構・補償工事含
56，000

（単位：千円）簡易水道事業特別会計

鎌團 事　業・，・麟 灘、懸総繋欝 懇鷺
資源整備事業 高道山井戸本設、中央地区導水管布設、電気計装

一　一　　一　一　　一　　一　〇　　一　　一　　一　　一　　，　　一　　一　　甲　　り　　一　　一　　一　　〇　　畠　　曹　　一　　一　一　一　　一　　一　　一　　一　　一　一　〇　一　　甲　　一　　一　　一　　一　　〇　　一　　〇　　〇　　〇　一

国道関連中央地区 R117、R353 214，000
o　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　騨　　o　　一　　一　　一　　騨　　o　　－　　o　　一　　一　　一　　〇　　一　　〇　　一　　〇　　9　　－　　9　　一　　一　　一　　一 一　　一　　曹　　一　　一　　一　　9　　一　一　〇　　一　　9　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　〇　　曹　　一　　騨　o　　，　〇　　一　〇　一　一　　一　　一　　卿　　一　　一　　〇　　一　　〇　　，　　一　一　　一　一　　一　〇

統合整備中央地区 排水池、配水管、送水管工事外

（単位：千円）下水道事業特別会計

費園 乏螺　』業…・．餐・ 灘業難．蒙 議業叢

特環　国庫補助事業
一　　一　　一　　一　　廓　　o　　一　　顧　一　　一　　一　　”　　聯　　o　一　一　　甲　　一　　一　　一　一　　一　　一　　一　　一　　P　一　　一　　〇　　，　　一　　〇　　一

特環　単独補助事業

開削工Lニ1，800m、処理場増設工事
一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　尊　一　〇　騨　一　聯　一　一　一　〇　一　一　一　〇　〇　〇　一　9　－　o　o　一　一　一　一　一　〇　〇　一　一　一　一　一　一

開削工L＝390m
436，000

平成10年4月10日広報なかさと5



下永道は自然を守りわたしたちの生活を

　　　　　　　　快適にする大切な施設です。

☆
下
滋
鐵
難
繍
の
現
状

　
下
水
道
事
業
が
平
成
3
年
度
に
認

可
さ
れ
、
平
成
4
年
度
か
ら
着
工
と

な
り
、
田
沢
地
区
の
一
部
地
域
で
平

成
8
年
度
に
供
用
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。　

今
年
度
の
管
渠
工
事
予
定
は
、
国

道
1
1
7
号
の
改
良
工
事
に
伴
う
上

山
・
山
崎
地
区
、
水
道
事
業
と
の
同

時
施
工
に
よ
る
白
羽
毛
地
区
、
特
養

施
設
及
び
桂
地
区
等
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
処
理
場
の
増
設
工
事

を
3
ケ
年
に
わ
た
り
計
画
し
て
い
ま

す
。　

な
お
、
今
年
度
で
上
山
・
田
中
・

小
原
・
干
溝
・
荒
屋
・
山
崎
の
6
集

落
に
お
い
て
工
事
が
完
了
の
予
定
で

す
が
、
上
山
・
山
崎
地
区
内
で
一
部

残
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
の
下
水
道
整
備
区
域
は
七
川

以
北
を
中
心
に
順
次
整
備
し
て
い
く

予
定
で
す
。

☆
旱
雄
壌
灘
瀾
亀
！

　
清
潔
で
住
み
よ
い
街
、
さ
わ
や
か

な
生
活
が
で
き
る
暮
ら
し
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
か
ら
下
水
道

を
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。

　
村
で
は
、
供
用
開
始
3
年
以
内
に
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排
水
設
備
工
事
を
行
っ
て
下
水
道
を

利
用
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

地
図
に
示
さ
れ
た
区
域
（
網
か
け
部

分
）
の
皆
さ
ん
に
は
、
早
め
の
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
排
底
鍛
獄
灘
響
と
は
？

　
宅
地
内
に
設
置
さ
れ
た
公
共
ま
す

に
各
家
庭
の
ト
イ
レ
、
台
所
、
浴
室

な
ど
か
ら
の
汚
水
を
流
し
込
む
施
設

を
い
い
ま
す
。

　
工
事
に
つ
い
て
は
、
村
指
定
の
工

事
店
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
今
指

定
工
事
店
の
更
新
手
続
き
中
で
あ
り
、

指
定
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

☆
費
用
縢
灘
灘
難
毬
い
？

　
排
水
設
備
工
事
に
か
か
る
費
用
は
、

住
宅
の
間
取
り
や
敷
地
の
形
状
、
ト

イ
レ
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

今
ま
で
に
水
洗
化
さ
れ
た
工
事
費
の

実
績
は
別
記
1
の
と
お
り
で
す
。

☆
融
礒
翻
縷
灘
藺
容

・
貸
付
限
度
額
　
7
0
万
円
以
内

・
貸
付
利
率
年
3
・
0
％

・
償
還
方
法

　
5
年
以
内
の
元
利
均
等
償
還

・
保
　
証
　
人
　
1
名

・
融
資
の
手
続

　
排
水
設
備
工
事
店
ま
た
は
環
境

課
下
水
道
係
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

☆
マ
ナ
萎
鰹
覇
灘
鑓
利
用

　
下
水
道
管
の
中
で
つ
ま
っ
た
り
、

固
ま
っ
た
り
処
理
場
の
運
転
及
び
機

能
の
低
下
及
び
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

の
事
故
や
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

下
水
道
が
正
し
く
働
き
、
皆
さ
ん
に

快
適
な
生
活
を
お
届
け
す
る
た
め
に
、

下
水
道
を
正
し
く
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。
使
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
こ
と

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
流
し
嚢
纈
鐵
鐵
灘
猟
も
の

○
台
所
で
は

　
野
菜
く
ず
や
残
飯

　
使
い
終
わ
っ
た
油

○
浴
室
や
洗
濯
で
は

　
ゴ
ミ
や
髪
の
毛

　
合
成
洗
剤
を
使
わ
な
い

○
水
洗
ト
イ
レ
で
は

　
水
に
溶
け
な
い
紙
、
紙
お
む
つ

　
タ
バ
コ
、
ガ
ム
、

　
ゴ
ム
製
品
、
下
着
類

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　
環
境
課
　
下
水
道
係

　
　
　
　
　
盈
6
3
1
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
（
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線
1
6
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排水設備工事の費用実績別記1
費　　　翔 級灘取鰻銚 灘発糟銚

50万円以下 11件 36件
50万円～100万円以下 62 20

100万円～150万円以下 17 1
150万円以上 6 1

計 97 58
平　　　均 84万円 50万円

※公共施設と新築住宅を除いた数です。

　　　　　　　排水設備申請実績H10．3．20現在

一集　落　名 供閑開始件数 確認申請
上　　　山 109 43
田　　　中 89 34
小　　　原 55 27
干・　　溝 83 30
荒　　　屋 67 36
山　　　崎 46 24
通　り　山 3 3
宮　　　中 1 1

計 453 198

下水道使用料早見表（消費税込）

汚氷量（㎡〉 使爾料金（円） 汚水量（㎡〉 使用料金（円）

10 1，470 60 9，765
15 2，257 65 10，657

20 3，045 70 11，550

25 3，832 75 12，442

30 4，620 80 13，335

35 5，460 85 14，227

40 6，300 90 15，120

45 7，140 95 1・6，012

50 7，980 100 16，905

55 8，872
　※使用料は水をたくさん使うほど、割高になる累進使用料制

　　を導入しています。

7　　　　広報な：かさ，と　　　平成10年4月10日



灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
競

バル撃98

灘

　
3
月
1
4
日
～
1
5
日
、
第
1
0
回
を
迎

え
た
、
春
を
呼
ぶ
「
ヴ
イ
・
リ
ゾ
ー

ト
中
里
雪
原
力
ー
ニ
バ
ル
9
8
」
が
上

越
国
際
清
津
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
午
後
6
時
の
花
火
の
合
図
と
と
も

に
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
3
万
本
に
来

場
者
・
ス
タ
ッ
フ
等
に
よ
る
点
火
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
3
万
本
の
点
火
が

終
了
す
る
と
た
い
ま
つ
滑
降
が
行
わ

れ
、
斜
面
に
は
色
と
り
ど
り
の
シ
ュ

プ
ー
ル
が
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
と
と

も
に
浮
か
び
上
が
り
、
会
場
の
あ
ち

騰

　
日
本
テ
レ
ビ
な
ど
全
国
民
間
放
送
31
社
に
よ
る

24

時
間
テ
レ
ビ
2
0
「
愛
は
地
球
を
救
う
」
チ
ャ
リ

テ
ィ
募
金
の
平
成
9
年
度
分
に
よ
り
、
3
月
n
日

に
中
里
村
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
小
型
リ
フ

ト
付
き
バ
ス
（
8
人
乗
り
）
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
”
在
宅
福
祉
の
支
援
”
と
い
う
チ
ャ
リ

テ
ィ
の
趣
旨
か
ら
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
る
団
体
に
寄
贈
さ
れ
る
も
の
で
す
。

中
里
村
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
利
用
者

も
多
く
、
ま
た
、
各
方
面
の
集
落
か
ら
利
用
者
が

あ
り
、
送
迎
に
、
ぜ
ひ
、
も
う
1
台
必
要
と
し
て

い
ま
し
た
。

　
今
度
、
寄
贈
を
受
け
、
今
ま
で
1
台
の
車
が
各

方
面
ご
と
に
往
復
し
て
い
た
の
が
1
回
で
送
迎
が

で
き
、
利
用
者
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

舗
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こ
ち
か
ら
「
き
れ
い
だ
ね
、
す
て
き

だ
ね
」
の
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
豪
華
賞
品
が
用
意
さ

れ
た
ハ
ッ
ピ
ー
ア
タ
ッ
ク
、
沖
縄
県

仲
里
村
の
友
情
出
演
に
よ
る
「
登
武

那
覇
太
鼓
」
、
中
里
芸
能
協
会
の
芸
能

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
の
メ
モ
リ
ー
花
火
が
打
ち
上
げ
ら

れ
1
日
目
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
2
日
目
は
、
新
座
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
参
加
に
よ
る
雪
上
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

嶺
羅
、

纒
ぞ
君

鰹
｛
梅

　
歯
羅
灘
．
、
、

　
　
　
脚
　
㌦

－
総
難
．

　
誉
匿
蒸

驚．

鰯

羅、

　
3
月
3
0
日
㈲
、
中
里
村
地
域
農
産
物
等
活
用
型

総
合
交
流
施
設
「
ゆ
く
ら
妻
有
」
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
　
オ
ー
プ
ン
式
で
は
、
関
係
者
よ
る
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
待
っ
て
い
た
一
般
客
が

早
速
、
お
湯
に
入
り
体
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

　
入
浴
し
た
人
は
「
若
干
熱
い
が
大
変
気
持
ち
が

い
い
、
い
い
汗
を
流
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
入
り
口
横
の
雁
木
の
下
で
は
、
農
産
物

等
活
用
型
施
設
に
ふ
さ
わ
し
く
ニ
ン
ジ
ン
の
販
売

や
竹
細
工
の
販
売
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
竹
細

工
を
販
売
し
て
い
た
宮
中
の
吉
楽
鐵
雄
さ
ん
は
「
冬

の
期
間
作
っ
て
い
た
も
の
で
、
暇
が
あ
っ
た
ら
お

湯
に
入
っ
た
り
販
売
に
来
て
の
ん
び
り
や
り
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

熱鑓
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
4
月

ハ6
日
か
ら
1
5
日
ま
で
展
開
さ
れ
ま
す
。

初
日
の
6
日
に
は
へ
十
日
町
警
察
署
、

交
通
指
導
員
、
交
通
安
全
協
会
の
皆

さ
ん
が
、
国
道
1
1
7
号
、
3
5
3

号
で
交
通
指
導
所
を
開
設
し
ド
ラ
イ

バ
ー
に
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
て
い

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
役
場
前
で
山
本
村
長
の

訓
示
を
受
け
、
村
内
の
交
通
安
全
パ

レ
ー
ド
に
出
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、

途
中
、
各
保
育
園
に
立
ち
寄
り
園
児

た
ち
に
飛
び
出
し
な
ど
を
し
な
い
よ

う
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

灘

　
交
流
を
続
け
て
い
る
沖
縄
県
仲
里

村
の
仲
里
小
学
校
か
ら
田
沢
小
学
校

に
土
の
付
い
た
ま
ま
の
サ
ト
ウ
キ
ビ

6
本
が
贈
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
4
年
生
の
児
童
は
、
段
ボ
ー
ル
を

開
け
、
土
の
付
い
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
（
約

1
・
5
m
）
に
ビ
ッ
ク
リ
。
こ
れ
ま

で
に
も
節
ご
と
の
サ
ト
ウ
ギ
ビ
は
贈

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
根
が
つ
い
た

物
が
贈
ら
れ
て
き
た
の
は
、
今
回
は

じ
め
て
で
す
。

　
児
童
た
ち
は
「
せ
っ
か
く
土
が
付

い
て
い
る
か
ら
育
て
て
み
た
い
」
と

い
う
こ
と
で
、
原
町
で
温
泉
熱
を
利

用
し
て
ユ
リ
、
ほ
う
れ

ん
草
を
栽
培
し
て
い
る

根
津
一
男
さ
ん
の
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
の
一
角
を
お

借
り
し
て
、
お
じ
い
ち

や
ん
の
根
津
信
平
さ
ん
の
協
力
を
得

な
が
ら
植
え
付
け
を
行
な
い
ま
し
た
。

雪
が
消
え
、
陽
気
の
よ
く
な
る
ま
で

お
願
い
し
、
陽
気
が
よ
く
な
っ
て
き

た
ら
学
校
の
教
材
園
に
移
す
と
の
こ

と
で
し
た
。

立
派
に
育
つ
と
い
い
ね
！

　
　
　
・
無

　
　
　
懸

　
　
や

　
葱
　
驚
ー
態

薄
講
灘

璽烈
ー
磐
箋

蜜
　
　
鴬拶蔓　ン　’

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

つさいあ

中
里
村
収
入
役

　
　
　
上
原
正
孝

　
こ
の
度
、
収
入
役
を
拝
命
し
、

4
月
1
日
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

3
月
末
ま
で
教
育
長
と
し
て
6
年

6
か
月
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
間
大
過
な
く
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
は
、
　
一

重
に
関
係
各
位
の
ご
高
配
の
賜
と

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
教
育

に
関
す
る
問
題
は
、
現
在
行
わ
れ

て
い
ま
す
改
革
を
は
じ
め
重
要
な

問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
学
校

教
育
、
社
会
教
育
を
問
わ
ず
、
村

を
あ
げ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
今
後
共
一
層
の
進

展
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
新
し
い
任
務
に
つ
き
ま
し
て

は
、
2
0
年
前
に
会
計
に
た
ず
さ
わ

っ
た
事
が
あ
り
ま
す
が
、
当
時
と

今
で
は
会
計
規
模
と
そ
の
内
容
に

格
段
の
差
が
あ
り
ま
す
。
職
責
の

重
大
さ
に
思
い
を
い
た
し
、
恪
勤

精
励
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

一
層
の
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
、

村
民
各
位
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

中
里
村
消
防
団
長

　
鐙
野
寅
治

　
こ
の
度
、
4
月
1
日
付
け
で
樋
口

消
防
団
長
の
後
を
引
継
ぎ
中
里
村
消

防
団
長
と
い
う
大
役
を
お
受
け
し
た

し
だ
い
で
す
。
職
務
の
重
大
さ
に
身

に
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
消
防
の

使
命
で
あ
る
地
域
住
民
の
生
命
、
身

体
、
財
産
を
守
り
火
災
災
害
の
な
い

村
づ
く
り
を
目
標
に
努
力
す
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
中
里
村
で
は
平
成
7

年
11
月
よ
り
2
年
数
か
月
火
災
が
発

生
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
皆
様
方
の
こ
協
力
の
お
か
げ
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
火
災
ゼ
ロ
を
目
標
に
こ
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
こ
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

十
日
町
警
察
署
地
域
課

田
沢
駐
在
所

巡
査
長

　
若
林
幹
央

　
こ
の
度
の
転
勤
で
豊
栄
警
察
署
か

ら
田
沢
駐
在
所
に
ま
い
り
ま
し
た
。

村
民
の
方
が
気
軽
に
話
し
か
け
て
く

れ
た
ら
、
何
で
も
話
し
の
で
き
る
そ

ん
な
駐
在
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
中
里
村
の
自
然
と
人
情
は
前

任
者
の
方
や
先
輩
達
に
す
ば
ら
し
い

も
の
と
聞
い
て
楽
し
み
に
し
て
赴
任

し
て
き
ま
し
た
。
下
越
地
方
の
経
験

が
主
だ
っ
た
た
め
多
少
の
不
安
と
戸

惑
い
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
と
と
も

に
一
生
懸
命
が
ん
ば
ろ
う
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
家
族
と
も
ど
も
お
世
話

に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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の任就員人事異動

中
里
村
教
育
長

　
　
　
富
井

男

　
　
さ
る
、
4
月
1
日
付
け
を
も

ち
ま
し
て
、
は
か
ら
ず
し
も
教
育

農林課長　富井一男
　　　　　　　※（）内は前職

職
伺
伺

場
旧
平
日

役
罪
彫

　
　
　
　
　
　

　
年
田
年

　
1
0
藤
1
0

　
成
　
成

　
平
長
平

　
【
課
【

　
者
発
動

　
職
開

　
退
　
異

　
◎
　
◎

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
し
た

が
い
ま
し
て
農
林
課
長
を
最
後
に

こ
の
た
び
役
場
職
員
を
退
職
い
た

し
ま
し
た
。
職
員
在
任
中
は
、
公

私
と
も
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
御
厚
情

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
再
び
教
育
委
員
会
の
公
務

を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
教
育
に
関

す
る
諸
問
題
は
、
広
く
か
つ
専
門

的
な
視
野
に
立
っ
て
現
状
を
認
識

し
、
将
来
を
展
望
し
な
が
ら
総
合

的
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
学
校
教
育
の

重
要
な
課
題
も
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
が
、
私
と
い
た
し
ま
し
て
は
最

善
の
努
力
を
い
た
し
ま
し
て
こ
の

職
務
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
今
後
と
も

格
段
の
御
指
導
、
御
鞭
捷
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

議会事務局　係　　　　　長　広田公男（総務課主査）

総　務　課　癒　務　係　長　茨趨憲一㈱発課商韮観発係長）
盤　　　　　縫樋團勝火（農林課主任）
霊　　事　　補　高野良徳（農林課鑑事補）

税　務　課　主　　　　　査　吉楽芳広（税務課主任）
主　　　　　任　斎喜洋子（民生課主任）
主　　　　　任　吉楽重敏（総務課主任）

罷　生　課　福　継　係　叢　鈴塞宗雄（総務課庶務係長）
係獲構養準備室〉叢嵩　　稔（属生課福祉係長）
塞　・　　　錘　嘗諜澄蘇（開発課叢錘）
主　　　　　事広田洋子（環境課霊事）
繭保脊翫霊任保母　嘗齢韮子（倉俣保曹漸霊任保母）
崩量保脊議霊懸保簿　幽田生子《貝野保脊所塞任保母）、

倉俣保脊漸童穫保母　佐藤千憲美（中塁保育所主任保母）

貝野保脊蕨壷任保母　服部令子（繭保育所主任保母）

環　境　課　副　　参　　事　富井和男（環境課下水道係長）
主　　　　　査　鈴木孝幸（環境課主任）
主　　　　　事　山本勝利（税務課主事）

開　発　課　課　　　　　藻　村幽詔平（学校教育課長）　．
課　長　補　佐　桑原一男（学校教脊課翻参事）

、翻　　参　　事広田　　孝（開発諜金画開発係長〉
蛍　　　　　甕　弐嶋正詞く開発課霊任）
霊　　　　　事池田干枝子（属生課霊事）

農　林　課　課　　　　　長　阿部隆嗣（会計課長）
林　政　係　長　井之川重幸（建設課主査）
主　　　　　査　滝沢徳治（農林課主任）
主　　　　　事広田達巳（環境課主事）

建設課　課　長・補　佐南雲市郎（建設課副参事）
工　務　係　長　江村　　清（農林課林政係長）
主　　　　　任　鈴木正志（農業委員会霊任）

会　計　課　課　　　　　長　小林増市（建設課長補佐）

学校教育課　課　　　　　長村出茂徳（粒会教育課長〉
庶務管理係長　高橋正文（議会事務局係長）

社会教育課　課　　　　　長　樋ロ秀一（開発課課長補佐）
副　　参　　事　大島正平（社会教育係長）

農業委員会　主　　　　　査　村山扶佐子（税務課主任）

村内小中学校教職員人事異動
転出された先生 転入された先生

職　名・氏　名・転出先（郡市・学校） 職　名・氏　名・前任校（郡市・学校名）

田沢小学校
教　頭 庭　野　和　男　　（新　潟・木山小） 教　頭 中　俣　裕　夫　　（南魚沼・六日町小）

教　諭 岩　田　春　代　（十日町・西　　小） 教　諭 岩　崎　一　成　　（上　越・東本町小）

教　諭 池　田　知　美　　（長　岡・栖吉小） 教諭 亀　倉　庸　子　　（豊　栄・葛塚小）

教　諭 富　井　　　茂　　（中魚沼・津南小） 教　諭 佐々木圭子　　（新　　採　　　用）

高道山小学校
校　長 坂　ロ　禎　生　　（西頸城・中能生小） 校長 長　井　正　信　　（北蒲原・亀代小）

教　諭 塩谷佐紀子　　（退　　　　　　職）

清津峡小学校
校　長 鈴　木　義　則　　（西蒲原・漆山小） 校　長 小野塚修一　　（東頸城・松之山小〉

教　諭 佐　藤　智　範　　（西蒲原・和納小） 教　諭 尾　身　一　恵　（十日町・水沢小）

教　諭 土　佐　恭　子　　（南蒲原・田上小） 教　諭 中　川　享　子　　（白　根・白根小）

倉俣小学校
養助教 広瀬奈緒美　（退　　　　　職） 養教 斎　木　陽　子　　（中魚沼・貝野小）

貝野小学校
教　諭 滝　沢　君　江　　（中魚沼・中津小） 教　諭 内　山　正　彦　　（北魚沼・宇賀地小）

教　諭 川　上　直　樹　　（岩　船・寒川小） 教　諭 福　井　麗　子　　（長　岡・栖吉小）

養　教 斎　木　陽　子　　（中魚沼・倉俣小） 養教 瀬　下響夏　江　　（新　　採　　用）

中里中学校
教　頭 赤　川　省　英　（柏　崎・瑞穂中） 教　頭 早　川　義　裕　　（上　越・城北中）

教　諭 鈴　木　　　正　　（三　島・三島中） 教　諭 太平美佳子　　（中魚沼・津南中）
教　諭 市　村　和　美　　（中魚沼・津南中）

教　諭 星　野　理　子　　（長　岡・宮内中）

教　諭 桑原留美子　　（県立小出養護学校）

平成10年4月10日広報なかさと11
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金化．契ポー葛奨轟金晶事萎補助金申請を受付ます！

簾
辮

灘灘灘灘雛灘繋i　　　　　　　　　　　　瀬　　・　　　　繋

　1．対象事業
　　①事例調査・技術習得事業…………地域づくり、観光開発推進、特産品開発、専門技術研修、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　各種団体活動研修、国際交流研修

　②講演会の開催

　③同名市町村友好交流事業

2．補助対象経費

　謝金、旅費、消耗品費、印刷製本費、通信運搬費、会議費、借上料

3．補助率
　①事例調査・技術習得事業…………補助対象経費の50％以内（ただし、国内研修5万円、

　　　　　　　　　　　　　　　　　海外研修20万円を限度）

　②講演会の開催…・……………・・……補助対象経費の70％

　③同名市町村友好交流事業…・・…一補助対象経費の80％

合　　　　　農業視察研修（オーストラリア・ニュージーランド）

一ツ少年団　海外サッカースクール（イタリア）

　　　　　中小企業大学校（三条市）

興会　なかさと交流【小学生】（沖縄県仲里村）

興会　なかさと交流【中学生】（青森県中里町）
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1．文化・スボーツ派遣費補助事業

　①支給対象……………新潟県大会以上に出場するもの

　②対象経費……………参加料、旅費、保険料

　③補助基準……………県大会　　1人5，000円
　　　　　　　　　　　　関東甲信越大会規模　10，000円

　　　　　　　　　　　全国大会規模　　　　15，000円

2．文化・スポ・一ツ活動支援事業

　①対象事業
　　（1）パワーアップ事業…………技術向上のために団体が指導者を招請する事業

　　（2）イベント事業………………団体が習得した技術・技能等を大会、講習会、発表をする事業

　　（3）活動用具等整備事業

　②対象経費
　　（1）パワーアップ事業…………謝金、旅費、使用料

　　（2）イベント事業………………講演料、旅費、舞倉等製作費、印刷製本費、使用料

　　（3）活動用具等整備事業………備品

　③補助基準
　　（1）パワーアップ事業…………対象経費の70％以内30万円限度、

　　（2）イベント事業……・一…・…対象経費の70％以内50万円限度

　　（3〉活動用具等整備事業………対象経費の50％以内30万円限度

平成9年度実績
　　・中里芸能協会　　第6回つくし祭くユーモール）

　　・中里野球連盟　　’野球技術向上研修会（新潟市）

　　・コールなかさと第8回デュオコンサート（ユーモール）

　　・中里村婦人会　　当重　茜かたりあいコンサート（ユーモール）

　　・田沢剣道スポーツ少年団　防具備品整備

◆申込期限　　　前期　5目29日働

　　　　　　　　後期　9月30日㈱

◆問い合わせ先　中里村教育委員会　社会教育課（保健センター内）863r4478



　　国灘薩o＆盛

◎
　　禦金は65歳から確実健もらえるの留　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　し　　老火i火田離毎舘壇茄し、子供の出生率撃低下して

嶺る現荏、保険料を納め驚も65歳から確実縫年金がもら

えるが力舞心醜懸す。制度その懸の溺つ激細・る老嶺うこと

はな恥と思騨ます溺、だからと硝って毎年保険料が引き

上げられ艶竣逆に年金瀞減窃さ瀧でも困9謙す。

　　国が嚢任を持って運営じますの羅震描です。

　　公的年金制度は、国淋責葎をもって、長期的に健

全がつ安定的庭運営しますので、将来にわ驚って確実に

年金がもらえます。年金制度は、年金をもらう側とその

財源を負抵する側との合意嬢大切鞍ことから、老後にも

らう年金額はどの程度であればよ恥か、ある験は、若恥

人たちが働麟て徳る収入の中からどの程度癒ら負担解可

能嶽のが、その爾方のバランスをうまくとり鞍解ら合意

を形成して騨く必要があηます。

慮のだめ、隼金制度では、少なくとも5年に｝回は、

定期点検（財政再計算、と騨騨ます）をして、将来の年金

支給庭必要数額とその財源と癒る保険料収入麟どの予測

をだでて、収支の見直じをじて樋ます。この結果をみな

がら、年金額を見直した9、保険料額を見直したりする

のです。その際、隼金額については、高齢者世帯の平均

的な消費支畿氷準巻保障す蓉と麟う考え方庭立って、ま

た、保険料磁繊畷1は、税金鞍どの他の公費負担とあわ

せ驚所織の5⑧％未満程度にとどめると麟う考え方にたっ

て、屍直魏をするζ蕊滋じ《輪ます。ζiのように、年金

額．保険料額澄鰯蓬、生活氷準の向止塗ピの被会経済情

勢の変化磁応　鑓ζ引き蛋ば鞍欝の見直し輝行われるので

す。’

第11回信濃川河岸段丘ウォークに
　　　　　　　参加してみませんか1

◆期日4月29目（みどりの日）
『
◆
コ ース

コ篇・ス 距離 出発場斬 出発時刻

A 50㎞ JR津南駅 酬　6二30

B 42㎞ 田沢小グラウンド 酬　7：00

C 25㎞ 川西町総合体育館 醐10：00

ファミり一 12㎞ 小干谷市民体育館 酬10二〇〇

◆参加費

ABGコース ファミリーコース

大　　人 1，500円（当日2，000円） 1，000円（当日1，500円）

小中学生 1，000円（当日1，300円）

500円（当日800円）
宋就学蝿 500円（当目800円）

◆参加申込及び問い合わせ先

　教育委員会　社会教育課　暦63－4478

　　　蒋醤緩懇綴繊磯華場
　　一無断駐寧礒灘瀕難響よう！一

最近、湯沢駅前駐車場に黛断駐車が見受けられます。

駐車カードを借りた人が車を止められず、電車に遅れてし

まうケースがあります。

必ず役場から駐車カードを借り、駐車するようにしてく

ださい。

㊥
　　　●役場で申請し、駐車カードをお借りください。

　　　　　　（士、日、祝日でも受付ます。）

　　　●使用料　1日　530円
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ド
じ
き
に
ロ
ぽ
ロ
ロ
ヨ
ヨ
ぼ
こ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ほ
ロ
ほ
ロ
ロ
じ
ロ
　
け
さ
ユ
ロ
ド
ユ
じ
じ
じ
ロ
ほ
し
じ
ロ
レ
ポ
ロ
ロ
レ
ロ
ロ
む
チ
し
じ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
コ
　
コ
　
ロ
　
ロ
　
コ
　
ロ
　
む
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
コ
　
ロ
　
ヨ
　
ロ
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ヨ
　
コ
　
コ
　
ロ
　
ロ
　
リ
む
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
　
　
ロ
　
ヨ
　
ロ
　
ロ
　
ヨ
　
た
　
ヨ
　
け
　
コ
　
ロ
　
ヨ
る
　
コ
　
ヨ

　
窒
気
取
蒸
麟
、
煙
突
の
先
端
以
　
…
・
隙
間
や
破
損
部
分
の
あ
る
場
合
に
は
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
磐
薦
焼
翻
設
備
内
ど
外
気
と
炉
　
…
　
補
修
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
．
接
鱗
る
蕊
ど
な
薫
廃
棄
物
を
焼
渦
・
廃
棄
物
投
入
口
に
き
ち
ん
と
閉
じ
る
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
翻
驚
き
る
も
の
で
あ
る
二
ど
。
　
…
　
こ
と
が
で
き
る
扉
を
設
置
す
る
。
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ー
巳
　
5
－
o
o
ほ
ー
1
9
，
9
ー
巳
　
a
　
1
9
，
5
1
，
一
『
I
l
　
－
9
　
9
　
怪
　
量
陰
5
慶
　
，
曹
　
腰
酢
　
陰
匹
謄
－
唇
量
置
　
昼
ー
ー
ー
1
－
　
1

13 広報なかさと 平成10年4月10日



お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

鋤
霧
，

萌ちゃん（1歳）⑰

　家の中を元気に走り回っている

萌ちゃん。ハブラシをいつも持ち

歩いているとのこと。手に持てる

克
零
織
議
建
鍛
費
の

一
部
餐
嬬
雛
繊
饗
す

　
村
で
は
克
雪
住
宅
の
普
及
を
図
る

た
め
建
設
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　
　
村
内
に
居
住
す
る
方
、
ま
た
は

　
村
内
に
居
住
す
る
見
込
み
の
あ
る

　
方
で
、
克
雪
住
宅
（
耐
雪
式
・
融

　
雪
式
・
落
雪
式
⊥
局
床
落
雪
式
）

　
を
建
設
（
新
築
・
増
改
築
・
改
良
）

　
及
び
購
入
す
る
方
。

◆
補
助
の
範
囲

　
　
補
助
の
対
象
は
、
住
宅
の
克
雪

　
化
に
要
す
る
工
事
で
2
5
0
万
円

　
を
限
度
と
し
、
補
助
率
は
1
7
・
6

　
％
（
補
助
金
の
限
度
額
は
4
4
万
円
）

　
で
す
。

◆
申
込
期
間

　
　
平
成
1
0
年
4
月
－
日
か
ら
1
0
月

　
30
日
ま
で
（
工
事
着
工
前
に
申
し

　
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

り
好
が

た
大

乗
す
も

　
で
て

上
う
と

と
そ

る
る
ん

　
　
　
や

で
で
ち

　
ん
兄

寝
楽

人
し
な

の
ら

人
も

　
て

気元
育

　
う

明
よ

　
る

ま
か

　
わ

　
が

　
み

お
た

　
　
な
お
、
申
込
期
間
を
過
ぎ
た
も

　
の
に
つ
い
て
は
受
理
で
き
ま
せ
ん

　
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
注
）
以
前
に
克
雪
住
宅
補
助
金
や

　
貸
付
制
度
を
受
け
ら
れ
た
方
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◆
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
役
場
建
設
課
　
管
理
係

　
平
繊
瀬
灘
獲

　
調
理
灘
綴
験

◆
受
験
資
格

　
　
中
学
校
卒
業
ま
た
は
こ
れ
と
同

　
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら

　
れ
る
者
で
、
調
理
業
務
に
従
事
し

　
た
経
験
が
2
年
以
上
あ
る
者
。

◆
必
要
書
類

　
・
調
理
師
試
験
受
験
願
書

　
・
調
理
業
務
従
事
証
明
書

　
・
卒
業
証
明
書
等

　
・
写
真

◆
受
験
願
書
の
提
出
期
間

　
　
5
月
1
1
日
か
ら

　
　
　
　
5
月
1
8
日
ま
で
に
必
着
。

◆
受
験
願
書
の
提
出
先

　
　
現
に
住
ん
で
い
る
住
所
地
を
所

轄
す
る
保
健
所

◆
試
験
日
時

　
　
6
月
2
6
日
㈹
　
午
後
1
時
～

◆
試
験
会
場

　
　
十
日
町
保
健
所
館
内
居
住
者

　
は
、
六
日
町
が
試
験
会
場
に
な
り

　
ま
す
。

◆
合
格
発
表

　
　
7
月
1
7
日
㈹
　
各
保
健
所

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
　
最
寄
り
の
保
健
所
へ

　
十
日
町
保
健
所
智
57
－
2
4
0
0

自
動
薫
税
雛
個
人
事

業
税
の
纐
灘
罎
国
座

振
替
で

”
県
で
は
、
平
成
1
0
年
度
か
ら
県
税

　
の
口
座
振
替
が
で
き
る
よ
う
に
な

　
り
ま
し
た
”

ロ
座
振
替
制
度
は

　
納
税
者
の
皆
さ
ん
が
納
税
す
る
た

め
に
銀
行
等
に
出
向
い
て
い
た
だ
か

な
く
て
も
、
銀
行
等
の
預
金
口
座
か

ら
自
動
的
に
振
替
納
税
で
き
る
と
い

う
、
便
利
で
安
全
な
制
度
で
す
。

◆
取
り
扱
い
を
す
る
税
目
は

　
　
自
動
車
税
と
個
人
事
業
税
で
す

◆
対
象
者
は

　
　
県
税
を
取
り
扱
っ
て
い
る
金
融

　
機
関
に
預
金
口
座
を
お
持
ち
の
方

　
は
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

◆
取
扱
金
融
機
関
は

　
　
県
税
を
取
り
扱
つ
て
い
る
銀
行
・

　
信
用
金
庫
・
信
用
組
合
・
農
業
協

　
同
組
合
な
ど
で
す
。

（
郵
便
貯
金
か
ら
の
振
替
納
税
は
で

　
き
ま
せ
ん
）

◆
申
込
み
手
続
き
は

　
　
取
扱
金
融
機
関
へ
印
鑑
（
預
金

　
通
帳
ご
使
用
印
）
を
持
参
の
う
え
、

　
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
用
紙
は

　
　
金
融
機
関
、
ま
た
は
、
県
財
務

　
事
務
所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

［
◎
詳
し
く
は
各
金
融
機
関
、
ま
た
は

　
十
日
町
財
務
事
務
所
（
費
5

7
1
5

　
5
1
3
）
ま
で

国
税
薦
開
竃
募
集
！

　
国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、
税

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
法
律
・
・

経
済
・
会
計
等
の
専
門
的
知
識
を
駆

使
し
、
国
税
に
関
す
る
調
査
や
指
導

な
ど
の
事
務
を
行
な
う
国
税
専
門
官

の
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。
採
用
ざ
れ
る
と
、
税
務
大
学

校
で
約
3
か
月
間
、
税
法
・
簿
記
な

ど
の
基
礎
研
修
を
受
け
、
そ
の
後
税

務
署
に
お
い
て
3
年
6
か
月
程
度
の

実
務
経
験
等
を
経
て
、
国
税
調
査

官
・
国
税
徴
収
官
な
ど
に
任
用
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
専
門
的
知
識
・
技
能

等
を
習
得
す
る
た
め
、
7
か
月
間
の

専
科
研
修
を
は
じ
め
各
種
の
研
修
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
受
験
資
格

　
　
昭
和
4
6
年
4
月
2
日
か
ら

　
　
　
昭
和
52
年
4
月
1
日
生
の
者

◆
試
験
の
程
度

　
　
大
学
卒
業
程
度

◆
申
込
受
付
期
間
と
申
込
先

　
　
5
月
6
日
～
5
月
1
3
日
ま
で

　
第
1
次
試
験
地
を
所
轄
す
る
国
税

局
へ
申
込
く
だ
さ
い
。

◆
試
験
目
と
試
験
種
目

・
第
－
次
試
験

　
　
　
6
月
2
0
日
及
び
2
1
日

　
教
養
及
び
専
門
（
多
枝
選
択
式
）

　
専
門
（
記
述
式
）

・
第
2
次
試
験

　
　
　
8
月
2
4
日
、
ま
た
は
2
5
日

　
（
第
1
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指
定

　
す
る
日
）

14



　
人
物
試
験
及
び
身
体
検
査

◆
合
格
発
表

・
第
1
次
試
験
　
7
月
31
日
㈹

・
最
終
合
格
　
　
9
月
傷
日
㈱

◆
申
込
書
の
請
求
先
・
問
合
せ
先

・
最
寄
り
の
税
務
署

・
関
東
信
越
国
税
局
　
人
事
第
二
課

　
〒
1
0
2
1
8
3
0
2
　
東
京

　
都
千
代
田
区
九
段
南
1
－
1
1
1
5

　
費
0
3
i
3
2
2
1
1
3
9
1
1

・
人
事
院
関
東
事
務
局

　
〒
1
0
0
1
0
0
0
4
　
東
京

　
都
千
代
田
区
大
手
町
1
1
1
1
3

　
盈
0
3
－
3
2
1
4
1
1
6
2
1

平
賊
翻
第
覆
．

　
　
暴
灘
欝
饗
獺
響

　
　
　
　
　
　
欝
鑑
難
集

　
明
る
い
未
来
に
向
か
っ
て
、
色
々

な
こ
と
に
興
味
を
も
ち
、
意
欲
的
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

’
◆
募
集
講
座

　
　
・
教
養
講
座

　
　
・
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　
　
・
ワ
ー
プ
ロ
講
座

◆
実
施
時
期
　
6
月
～
1
0
月

◆
会
　
　
場

　
　
新
潟
市
・
長
岡
市
・
上
越
市

◆
応
募
資
格

　
　
県
内
在
住
の
概
ね
6
0
歳
以
上
の

　
方

◆
応
募
期
限
　
4
月
2
4
日
㈹

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
㈲
新
潟
県
長
寿
社
会
振
興
財
団

　
暦
0
2
5
1
2
8
5
1
1
4
0
0

平
威
弼
蕪
獲
ゆ
め
・

　
　
わ
叢
灘
難
添
灘
獅
《
り

　
　
　
　
　
　
鋸
媛
欝
鋤
金

◆
対
象
と
な
る
企
業

　
　
中
小
企
業
基
本
法
第
2
条
に
規

　
定
す
る
中
小
企
業
者
ま
た
は
法
人

　
格
を
有
す
る
中
小
企
業
の
団
体
で
、

　
大
企
業
ま
た
は
大
企
業
が
過
半
の

　
出
資
を
行
っ
て
い
る
企
業
か
ら
過

　
半
の
出
資
を
受
け
て
い
な
い
企
業

　
で
す
。

◆
ゆ
め
づ
く
り
支
援
補
助
金

　
　
事
業
シ
ー
ズ
を
新
た
な
事
業
展

　
開
へ
結
び
つ
け
る
た
め
、
本
開
発

　
を
始
め
る
前
の
企
画
・
調
査
・
立

　
案
及
び
事
業
可
能
性
調
査
に
要
す

　
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

・
補
助
率

　
　
対
象
経
費
の
2
分
の
1
以
内

・
補
助
金

　
　
50
万
円
～
1
0
0
万
円

◆
わ
ざ
づ
く
り
支
援
事
業

　
　
技
術
開
発
や
試
作
に
要
す
る
経

　
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

・
補
助
率

　
　
対
象
経
費
の
2
分
の
1
以
内

・
補
助
金

　
　
1
0
0
万
円
～
5
0
0
万
円

◆
も
の
づ
く
り
支
援
事
業

　
　
独
自
の
技
術
開
発
、
異
分
野
技

　
術
の
導
入
、
異
素
材
の
活
用
等
に

　
よ
り
、
今
ま
で
に
な
い
新
た
な
商

　
品
を
開
発
す
る
の
に
要
す
る
経
費

　
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

・
補
助
率

　
　
対
象
経
費
の
2
分
の
1
以
内

・
補
助
金

　
　
1
0
0
万
円
～
3
0
0
万
円

◆
募
集
期
間

　
　
4
月
1
3
日
㈲
～
5
月
1
5
日
㈹

◆
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
や
資
料
の

請
求
先

　
新
潟
県
商
工
労
働
部

　
　
　
　
　
　
新
産
業
振
興
課

智
0
2
5
1
2
8
5
1
5
5
1
1

　
（
内
線
2
7
8
1
・
2
7
8
2
）

　
他

会
そ

町中里
線・ね

　　　　　　　灘　　　獲盤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
鈴
吉
山
ザ
服
鈴
岡
羽
、
箪
光
四
征
一
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

　
声
　
㎜
　
　
｛
｛
｛
｛
｛
｛
｛
　
　
　
趣
　
ぎ
　
　
　
　
・

　
　
寵
　
ほ
穂
　
き
貴
　
　
か
香
　
　
知
平
　
み
海
　
み
美
　
り
里
　
　
　
　
，
　
井
”
林
日
雲
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
な
奈
　
か
香
　
　
　
　
　
　
　
イ
￥

　
・
　
・
　
み
美
　
の
紘
　
　
ゆ
優
　
　
伽
隆
　
削
拓
　
み
望
　
ひ
日
　
　
藤
　
・
　
富
テ
4
春
南
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
　
｛
　
｛

聴
）
構
盤
懸
罐
帥
蕪
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

の
の
D
ゆ
の
①
0
の
の
D
励
届

ク
　
　
ク
　
　
　
　
ク
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坊
㌔

ネ
マ
ノ
ル
雄
之
イ
ニ
雄
郎
ヰ
加
削

　
　
、
、
、
　
　
　
　
　
　
治
ク
し
だ

カ
シ
ト
ハ
和
信
ケ
文
正
郁
キ
望
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
希
て

島
喜
原
井
瀧
田
口
樂
口
原
山
を
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
載
し

中
齋
上
富
清
廣
樋
吉
樋
乗
村
縮
申

Σ通事故件数　　　　　3件

ピ　者　　　　　　O人
薯　者　　　　　　3人
ピ亡事故ゼロ　　　　　90日

数
　
　
　
ロ

件
　
　
　
ゼ

故
者
者
故

．
事
　
　
　
事

通
　
　
　
亡

交
死
傷
死

●
　
●
　
●
　
●
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灘

　4月15目～5月5日　　￥

カレンダー・

15㈱
補聴器相談（リオン）

合役場　（D13：45～14：00

16㈲

17働
心配ごと相談（村山篤稔）
合ディサービスセンター　（D13：30～16：001

18ω
ドーム中里き☆ら○ら定期投影
合ユーモール　011：00～11：40

・20（月）

…21㈹ 胃がん、大腸がん検診
合保健センター　08：00～10：00受付

i22㈱
胃がん、大腸がん検診
合保健センター　08：00～10：00受付
補聴器相談（リオン）

合役場　（D13：45～14：00

23休） 胃がん、大腸がん検診
合保健センター　08：00～10：00受付

i24働

胃がん、大腸がん検診
合保健センター　（D8：00～10：00受付

3歳児健診
合保健センター　（∋13：00～13：30受付

心配ごと相談（廣田和子）
合ディサービスセンター　013：30～16：00…i

行政相談
合老人福祉センター　（D13：30～16：00

i25㈹
清田山自然運動公園オープン
ミュージックプラネタリウム
合ユーモール　（∋19：30～

つくし祭　合ユーモール　（∋10：00～
ドーム中里き☆ら○ら定期投影
合ユーモール　011：00～11：40

127（目）

i28㈹
遊びの教室
合総合センター　㊤9：30～10：00受付

㈱
祝日　みどりの日
黄桜の丘桜まつり
合黄桜の丘（宮中）　（∋10：00～

河岸段丘ウォーク

i30休） 乳児健診
合保健センター　㊤13：00～13：30受付

1働 心配ごと相談（樋口虎治郎）
合ディサービスセンター　（∋13：30～16：00i

2㈹
祝日　憲法記念日
成人式　合ユーモール　（D10：30～
ドーム中里き☆らoら定期投影
合ユーモール　（⊃11：00～11：40

（月）
振替休日

㈹ 祝日　こどもの日

灘叢嚢嚢灘霧鐵饗瀬縫灘難辮灘鑛灘欝1雛雛叢

　　　　　　　　　灘i難難鐵雛難灘i織

　　　　　　　　　労働省委託事業

50人未満の事業所の事業主や労働者の皆さんへ

　　　　　　　　《無料　健康相談》
地域産業保健センターは、皆様の健康管理を支援します。

医師が親切にご相談に応じますし、プライバシーは守ります

のでご安心ください。

相
談
の
主
な
内
容

◆健康診断結果の見方がわからない。

◆健康のため、日頃どんなことに気をつけたらよいか。

◆従業員の健康管理はどうすればよいか。

◆メンタルヘルスの進め方がわからない。

◆その他医療全般についてのご相談。

◎相談日・会場

4月 5月 6目 7月 8月 9月 10月 11目 12月 2月

上村病院
a63－2111

14二〇〇～15二30

16休）

17働

21㈲

22樹

18体）

19圃

16休）

17圃

20休）

21働

17㈲

18働

15㈲

16働

19㈲

20働

17休）

18働

18㈱

19働

◎問い合わせ先
十日町広域地域産業保健センター

　十日町中魚沼郡医師会事務所（十日町保健センター内）

　　　　　　盈・FAX52－5980

％川西町診療所騨謂1

％上村病院響重2耕1

侃至誠堂医院響講1

％①山・医院響箭幕1

％大熊内科医院禅諾1

　
4
月
に
入
り
陽
気
も
よ
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　
黄
色
い
帽
子
の
小
学
1
年
生
や

新
し
い
制
服
姿
の
中
学
生
・
高
校

生
、
ス
ー
ツ
姿
の
新
社
会
人
が
そ

れ
ぞ
れ
希
望
に
満
ち
た
顔
を
拝
見

で
き
る
こ
の
時
期
は
大
変
さ
わ
や

か
に
感
じ
ま
す
。

　
広
報
も
若
干
で
す
が
表
紙
と
中

味
の
標
題
を
変
え
て
み
ま
し
た
。

今
後
も
少
し
ず
つ
新
コ
ー
ナ
ー
を

も
う
け
、
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る

広
報
づ
く
り
を
手
掛
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
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（昭和60年7月25日制定）

ウグイス

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

3月末現在
（）は前月比

人ロ男3，293人（一6）女2，299人（一1）計6、592人（一7）　世帯数1，629（一1）
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